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　第65回甘楽町体育大会が各競技会
場で行われ、支部対抗で熱戦を繰り
広げました。コロナ禍で支部対抗が中
止となった62～64回大会を除き34回
連続で福島支部が総合優勝に輝きま
した。成績は下表のとおりです。

町民体育大会開催！

（　）内は得点数

種　目
種 目 別 順 位

優勝 準優勝 第３位 第４位
バレーボール女子 福島（３）小幡（２） 新屋（１）
バレーボール男子 福島（２） 小幡（１）
ソフトボール 福島（２） 小幡（１）
卓 　 球 小幡（２） 新屋（１）
ソフトテニス 福島（３）新屋（２） 小幡（１）
剣 道 福島（３）小幡（２） 新屋（１）
陸 上 男 子 福島（８）新屋（６）秋畑（４） 小幡（２）
陸 上 女 子 福島（４）新屋（２）
綱 引 き ※ 中　止 ※
総 合 福島（25）新屋（13） 小幡（11） 秋畑（４）

支部対抗種目成績表

優勝した笹森福寿会Bチーム

優　勝  笹森福寿会B
準優勝  造石長寿会A
第３位  25区B

●球技・剣道の部

▲  左から小柴彩月さん、恩幣
陽菜さん、倉林万優さん（福
島支部）

陸上競技

第14回親善
グラウンドゴルフ大会

●

●

総合優勝は
　　34回連続福島支部
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ソフソフトボールトボール

９
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３

９
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選手宣誓選手宣誓

砲丸投砲丸投 走幅跳走幅跳 男子年代別1500ｍ男子年代別1500ｍ

30歳以上女子100ｍ30歳以上女子100ｍ

中学生男子100ｍ中学生男子100ｍ

バレーボールバレーボール
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　蕎麦づくり入門が８月20日、秋畑那須地区の「ちぃじが
き蕎麦の里」で始まりました。
　種まきから蕎麦打ちまでの全５行程を体験できるコースに
今年は町内外から40口の申込みがあり、参加者は地元蕎麦
づくり名人の指導を受けながら１区画約100㎡の畑に種をま
き、汗を流しました。

蕎麦づくり入門スタート
名
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　９月10日には土寄せが行われ、苗が大きく成長しても雨や
風で倒れないように根元にくわで土をかけて補強しました。
　初めて参加した人からは「種をまいた後、無事に育ってい
て安心しました。くわの使い方が難しく慣れるまで大変でし
たが、名人からアドバイスをもらって土を削り取るような感
覚をつかみました」と感想を話しました。周りの土を寄せて根本を安定させます

　甘楽町くらしの会（櫻井光江会長）が、SDGsの取り組みとして「ヘ
チマたわし」を昨年に引き続き今年も作りました。農薬を使わずに育
てたヘチマは昨年よりも収穫量が５倍に増えましたが、会員と地域
おこし協力隊員の２人が収穫から煮て皮を取り除き、乾燥させるま
での全ての工程を手作業で行いました。
　天然素材のヘチマは、微細なプラスチック片が海へ流出すること
もなく交換時期を迎えたら土に埋めて自然に返すことができます。
　櫻井会長は「昨年試験的に取り組みましたが、今年は皆さんの協力
もありたくさん製品ができました。使ってもらい、地球にも体にもや
さしいヘチマたわしの良さを実感してもらいたいです」と話しました。

ヘチマたわしでSDGs　くらしの会

▲ 全ての工程を１日
で行います。
▶ 製品は、道の駅か
んらで販売予定で
す。

　甘楽町図書館の夏休みイベント・絵本「てんぷらぱちぱち」のパネ
ル展が８月19日から31日まで行われ、27日には作者のまつながも
えさんによる読み聞かせ会が２回開催され123人が参加しました。
「てんぷらぱちぱち」の読み聞かせでは、参加者はパチパチと手拍子
をしながら聞き入り、かわいらしい絵本の世界を楽しみました。
　参加者からは「絵本作家さんに直接読んでもらえる機会は貴重！
大人も子どももとても楽しかった」、「まつながさんも絵本もかわい
くて、ほっこりする時間を過ごせた」などの声が聞かれました。
　サイン会では、好きなてんぷらの話を交えながらまつながさんに
絵とサインを描いてもらい、終始笑顔あふれるイベントでした。

絵本作家による読み聞かせイベント  町図書館

まつながもえさんの４つの作品の読み
聞かせが行われました

18広報かんら／2023.10.1



福島ガッツが制す　夏季少年野球大会
　第45回甘楽町夏季少年野球大会が８月27日に甘楽野球場
で開かれ、福島ガッツ（伊藤央樹監督・新井翔琉主将）が優
勝しました。試合結果、個人賞は次のとおりです。（敬称略）
　優　勝　福島ガッツ（右写真）
　準優勝　新屋イーグルス　
　最優秀選手賞　大内徹志（福島ガッツ）
　殊勲賞　　　　磯貝鉄心（福島ガッツ）
　敢闘賞　　　　大工原 琉生（新屋イーグルス）

甘楽中生　2023夏の中体連で活躍
　第58回群馬県中学校総合体育大
会が７月24日から８月１日に県内
各地で開催され、甘楽中学校の生
徒がそれぞれの目標に立ち向かい、
熱い戦いを繰り広げました。
　上位成績を収め、県代表として
関東へ出場した生徒を紹介します。

【女子ハンドボール】　優勝

【水　泳】　女子団体優勝・個人入賞【男子ソフトテニス】　個人第５位

伊藤康介さん・小金澤春樹さんペア
　　　（３年）　　　　　（３年）

大会優秀選手に選出！
左から酒井心優さん（２年）
町田 優さん（３年）
髙橋葉月さん（２年）

長岡朱莉さん・堀口真奈さん・黒澤実栞さん・長岡風菜さん
　　　（３年）　　  　 （３年）　　　　（３年）　　　　 （１年）

市川 巧さん
（３年）

女子4×100ｍリレー
（上写真の４人が出場）

メドレーリレー 優　勝
フリーリレー 第３位

【個人】 長岡朱莉さん 400ｍ個人メドレー 第３位
【個人】 長岡風菜さん 200ｍ平泳ぎ 第４位
【個人】 市川  巧さん 100ｍ背泳ぎ 第６位

中学生も消費者　出前講座を実施
　甘楽町消費生活センターの相談員が９月15日、甘楽中学校の
３年生を対象に「消費者力アップ講座」と題し授業を行いました。
　中学生もさまざまな消費活動をしていることや契約の仕組み、
契約時に気をつけたいポイントを説明し、若者が巻き込まれや
すいトラブルについて具体例を交えながら注意喚起しました。
　杉山侑輝さんは「中学生も消費者と自覚しました。困ったとき
に相談できる場所を知ることができ勉強になりました」と授業を
受けた感想を話してくれました。

相談員からの２択の問題に挙手で応える生徒
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小さな鉄人　小暮さん
　中学生以下のトライアスロン大会「2023オール
キッズジャパンin真岡・井頭公園」が９月３日に栃木
県真岡市の井頭公園と周辺コースで開かれました。
　スイム50ｍ・バイク3.8㎞・ラン0.9㎞で競われた
小学２年男子の部に出場した小暮颯基さん（新屋小）
は、スイムでトップに立ち、バイク、ランでも１位
の成績を残し16分０秒で完全優勝を果たしました。
　小暮さんは「日頃の努力の成果が出せたこと、西日
本のライバルに勝てたことがうれしかったです。来
年も優勝できるように頑張ります」と話しました。

福祉パレード
　知的障害者の教育の推進と福祉の向上を呼びかけ理
解を深めてもらうため、「福祉パレード」のメッセージ
伝達式が９月12日に役場で行われました。
　甘楽町手をつなぐ育成会の浦辺貢平さん（白倉）が
「障害のある人たちが住み慣れた地域で安心して暮ら
していけるよう引き続き基盤の整備をお願いします」
とメッセージを朗読し茂原町長らに手渡しました。また、
地域活動支援センターあゆみの皆さんから記念品が贈
呈され、町長は「皆が助け合い生きていくことが大切。
共に暮らせる社会をつくっていきたい」と応えました。

茂原町長、白石議長、近藤教育長にメッセージを朗読
する浦辺会長（左）

　第62回甘楽町敬老会が９月12・13日に４年ぶりに
甘楽町文化会館で開催されました。当日は75歳以上の
人が招待され、長年にわたりご活躍いただいた皆さん
に敬意を表すとともに長寿を祝う会となりました。

いつまでもお元気で　敬老会

甘楽町音頭などを踊ったかんら保育園の園児（上写真）と
客席へ下りてエイサーなどを披露しためぶきの森かんら
の園児（下写真）に会場から大きな拍手が送られました。
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福島・新屋地区の皆さん
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秋畑第一長寿会が表彰
　令和５年度優良道路愛護団体等表彰式が８月28日
に県庁昭和庁舎正庁の間で開かれ、秋畑第一長寿会
（飯塚  勝会長）が優良団体として表彰されました。
　この表彰は、群馬県および群馬県道路協会が道路
愛護の普及・啓発を目的として行っています。
　秋畑第一長寿会は、地域美化と道路愛護精神のも
と15年にわたり主要地方道富岡神流線沿線のごみ拾
いや下草刈り、通行の支障となる樹木の枝打ちなど
の道路清掃を実施しており、積極的に活動をしてき
た功績が認められました。

何にもしない合宿開催
　「何にもしない合宿」が、９月16・17日に甘楽中学
校体育館で開催されました。
　自宅で夕食と入浴を済ませた小学１年から６年ま
での児童約40人が寝袋を持って集合。ドッジボール
やカードゲームなどで遊んだ後、体育館で一晩過ご
しました。この間、大人は特別なことは“何にも”せず、
子どもたちの自主性に任せ見守りを行いました。
　体育館内には子どもたちの笑い声が響き、学校や学
年、世代を超えた交流が至る所で見られ、この合宿の
ねらいである「人とのつながり」が生まれていました。

大山の神楽舞を披露
　民俗芸能である獅子舞を保存・継承していく目的
で「受け継がれる　群馬の獅子舞」が９月２日、高崎
市文化会館で開かれました。
　講演や体験ワークショップが行われたほか、県内
４団体による演舞の披露では、大山神楽保存会（三木  
勉代表）の「大山の神楽舞」が登場しました。
　演目「岩

いわどびら

戸開き」の演舞では、舞が始まると神楽歌
が歌われ、道化が獅子を茶化し扇子で叩く場面にな
ると会場から笑いが起こるなど観客を魅了しました。

古典芸能を楽しむ

表
彰
式
に
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　今年で24回目を迎える「宝生流かんら能」が９月２日、
甘楽町文化会館で上演されました。
　今回は竹林やかがり火などが用意され、舞台上は幽
玄な能の世界にふさわしい雰囲気となりました。
　上演前には辰巳満次郎さんが、演目のあらすじや見
どころを分かりやすく解説。続いて仕舞や野村萬斎さ
んの狂言「宗

そうはち

八」、宝生和英さん、辰巳満次郎さんによ
る能「天

てんこ

鼓」が上演され、観客は作品や演者の魅力はも
ちろん、能や狂言ならではの演出を堪能しました。

能「天鼓」の一幕。姿を現した天鼓の霊（左）獅子を扇子で叩く道化（左）

翌日の朝食前に解散するまで自由に過ごす児童
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